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ここでは、主に本製品のLAN側の設定について解説します。

IPアドレスの設定

本製品のLAN側ポートのIPアドレスを確認・変更する方法を解説します。

本製品のIPアドレスを変更する場合は、誤ったIPアドレスを設定することの
ないようご注意ください。誤ったIPアドレスを設定すると、インターネットに
接続できなくなるなどのトラブルになることがあります。

1

LAN側の設定



購入時の状態では、本製品のLAN側ポートのIPアドレスは「192.168.1.1」が
設定されています。
すでにLANが構築されている環境に本製品を導入した場合などで、本製品の
LAN側ポートのIPアドレスを変更する必要があるときは、次の手順で行います。

サイドバーから［ネットワーク詳細設定］アイコンをクリックします。

［LAN Ethernet］の、修正ボタンをクリックします。

［詳細設定］ボタンをクリックします。3
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LAN側ポートのIPアドレスを確認・変更する

2



本製品のLAN側ポートのIPアドレスは「IP設定」欄に表示されます。IPアド
レスを変更するときは、必要に応じて各項目を設定します。

画面の一番下にある［OK］ボタンをクリックし、［ネットワーク接続 LAN
Ethernet］画面に戻ります。
※［OK］ボタンをクリックして［注意］画面に切り替わる場合には、その内容
をご確認の上、さらに［OK］ボタンをクリックして［ネットワーク接続
LAN Ethernet］画面に戻ってください。

［OK］ボタンをクリックし、［ネットワーク詳細設定］画面に戻ります。

※WEBブラウザで本製品のIPアドレスを指定して設定ページにアクセスしていた場合、
続いて別の設定を行いたいときは、変更後のIPアドレスでアクセスし直してください。

●LAN側のIPアドレスを変更したとき
LAN側のIPアドレスやサブネットマスクを変更したときは、変更後の内容に合わせて
［DHCPサーバ］の設定も変更してください。

●LAN内で起動しているパソコンがあるとき
本製品のLAN側ポートのIPアドレスを変更するときに、LAN内で起動しているパソコン
がある場合は、本製品のIPアドレスを変更した後でIPアドレスを再取得してください。
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NAPT（IPマスカレード）

本製品では、ルーティングのモードとしてNAPTに対応しています。

複数のプライベートIPアドレスを1つのグローバルIPアドレスに変換する機能で、
IPマスカレードとも呼ばれます。LAN側にプライベートIPアドレスを割り当て
たパソコンが複数台あり、1つのグローバルIPアドレスでインターネットに接続
する運用形態のときは、NAPTを使用します。
NAPTを使用した場合、LAN内で割り当てられてる複数のプライベートIPアド
レスが、インターネットへの接続時に1つのグローバルIPアドレスに変換されます。
さらに、ポート番号も変換されます。インターネット側からは、常に1台のパソ
コンがインターネットに接続しているように見えます。
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DHCPサーバ設定

DHCPサーバ機能を利用すると、LAN内のパソコンやネットワーク機器がLAN
に接続されるたびに、他のどれとも重複しないIPアドレスを自動で割り当てる
ことができます。

本製品のDHCPサーバ機能は、特定のパソコンに常に固定のIPアドレスを割り
当てることもできます。
また固定のIPアドレスの割り当てと、動的なIPアドレスの割り当ての両方を設定
することもできます。

・本製品のDHCPサーバ機能はデフォルトで有効になっています。
・ DHCPサーバ機能を使用しないときは、LAN側に接続されているパソコン
すべてに、手動でIPアドレスを割り当ててください。

・パソコンに手動でIPアドレスを設定した場合、そのパソコンのホスト名やIP
アドレスを本製品で管理することはできません。
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ここでは、DHCPサーバの基本的な設定について説明します

サイドバーから[カスタム設定]アイコンをクリックします。

[DHCPサーバ]アイコンをクリックします。
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DHCPサーバの基本設定
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現在のDHCPサーバのサブネット、IPアドレスの割り当て範囲が表示され
ます。設定を変更する場合は、修正ボタンをクリックします。

[DHCP設定LAN Ehternet]の画面が表示されます。
割り当てるIPアドレスの範囲、サブネットマスク、リース期間を設定し、
[OK]ボタンをクリックします。

［有効］
DHCPサーバ機能を有効にします。

［割り当て開始アドレス］
割り当てるIPアドレスの、開始アドレスを入力します。

［割り当て終了アドレス］
割り当てるIPアドレスの、終了アドレスを入力します。

［割り当てサブネットマスク］
割り当てるサブネットマスクを入力します。

［WINSサーバ］
WINSサーバを使用してる場合は、サーバアドレスを入力します。

［リース期間（分）］
割り当てるIPアドレスの有効期限を分単位で入力します。

［クライアントにホスト名が設定されていないときにホスト名を自動的に割り当てる］
接続されているパソコンまたはネットワーク機器にホスト名が設定されていない
場合自動的にホスト名が設定されます。
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[OK]ボタンをクリックし、[DHCPサーバ]画面に戻ります。

以上で設定は終了です。6

5

8



ここでは、特定のパソコンやネットワーク機器にDHCPサーバから常に固定の
IPアドレスを割り当てる方法について説明します。

サイドバーから[カスタム設定]アイコンをクリックします。

[DHCPサーバ]アイコンをクリックします。
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DHCPサーバから固定のIPアドレスを割り当てる
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[DHCP設定]ボタンをクリックします。

[固定IP割り当ての追加]欄から追加ボタンをクリックします。

追加したいパソコンやネットワーク機器のホスト名、IPアドレス、MACア
ドレスを入力し、[OK]ボタンをクリックします。

［ホスト名］
パソコンまたはネットワーク機器のホスト名を入力します。半角英数字を使用し、
1～63文字の範囲で入力してください。

［IPアドレス］
パソコンまたはネットワーク機器に割り当てるIPアドレスを入力します。

［MACアドレス］
IPアドレスを割り当てるパソコンまたはネットワーク機器のMACアドレスを入力
します。
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追加したホストが[DHCP設定]画面に表示されているのを確認します。

以上で設定は終了です。7

 

6
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ここでは、既にDHCPサーバから自動にIPアドレスが割り当てられているパソ
コンまたはネットワーク機器の設定を変更する方法について説明します。

サイドバーから[カスタム設定]アイコンをクリックします。

[DHCPサーバ]アイコンをクリックします。
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IPアドレスの修正
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[DHCP設定]ボタンをクリックします。

設定を変更したいホストの修正ボタンをクリックします。

[固定割り当て]にチェックを付け、[OK]ボタンをクリックします。

タイプが［固定割り当て］になっているのを確認し、ホストの修正ボタンを
クリックします。
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IPアドレスを固定で割り当てたり、ホスト名、MACアドレスの修正を行う
ことができます。

[OK]ボタンをクリックし、[DHCP設定]画面に戻ります。

以上で設定は終了です。9
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ここでは、登録済みのIPアドレスとホスト名の対応を削除する方法について説
明します。

サイドバーから[カスタム設定]をクリックします。

[DHCPサーバ]をクリックします。
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IPアドレスの削除
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[DHCP設定]ボタンをクリックします。

削除したいホストの削除ボタンをクリックします。

[戻る]ボタンをクリックし、[DHCPサーバ]画面に戻ります。

以上で設定は終了です。6
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ここでは、DHCPサーバ機能の有効/無効を設定する方法について説明します。

サイドバーから[カスタム設定]をクリックします。

[DHCPサーバ]をクリックします。
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DHCPサーバ機能の有効/無効を設定する
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現在のDHCPサーバのサブネット、IPアドレスの割り当て範囲が表示され
ます。設定を変更する場合は、修正ボタンをクリックします。

[DHCPサーバ]欄から[有効]または[無効]を選択します。

・ DHCPサーバ機能を無効にした場合は、本製品のLAN側に接続されてるパソ
コンまたはネットワーク機器に、手動でIPアドレスを設定してください。

[OK]ボタンをクリックし、[DHCPサーバ]画面に戻ります。

※［OK］ボタンをクリックして［注意]画面に切り替わる場合には、その
内容をご確認の上、さらに［OK］ボタンをクリックして［DHCPサーバ］
画面に戻ってください。

以上で設定は終了です。6
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DNSサーバ設定

本製品のDNSサーバは、LAN内のパソコンやネットワーク機器のホスト名とIP
アドレスの対応を管理しています。

DNSサーバはDHCPサーバと同じの対応表を参照しています。DHCPサーバの
設定時にホスト名を登録しておくと、他に特別な設定をせずに、ホスト名およ
び対応するIPアドレスがDNSサーバで管理されます。

・本製品のDNSサーバは、LAN内のドメイン名とIPアドレスの対応だけを管理
しています。

・インターネット上のドメイン名を指定した通信では、本製品の「プロキシ
DNS」機能が使用されます。
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本製品のDNSサーバはDHCPサーバと同じ対応表を参照しています。
DHCPサーバでホスト名とIPアドレスを登録した場合は、DNSサーバにも反映
されます。
ここでは、DHCPサーバ機能で自動登録されたホスト名とIPアドレスを確認し
ます

サイドバーから[カスタム設定]をクリックします。

[DHCPサーバ]をクリックします。
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DHCPサーバによるホスト名とIPアドレスの確認
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[DHCP設定]アイコンをクリックします。

DHCPサーバ機能により、本製品に登録されてるホスト名とそのIPアドレ
スが表示されます。

[戻る]ボタンをクリックし、[DHCPサーバ]画面に戻ります。

[戻る]ボタンをクリックし、[カスタム設定]画面に戻ります。

[DNSサーバ]アイコンをクリックします。
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本製品のDNSサーバに登録されてるホスト名とIPアドレスが表示されます。

以上で確認は終了です。9

 

 

8
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DHCPサーバ機能を使用しない場合は手動でホスト名とIPアドレスを登録する
必要があります。

サイドバーから[カスタム設定]アイコンをクリックします。

[DNSサーバ]アイコンをクリックします。

 

2
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ホスト名とIPアドレスを手動で登録する
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[DNSエントリの追加]から追加ボタンをクリックします。

DNSサーバに登録するホスト名とIPアドレスを入力し、[OK]ボタンをクリッ
クします。

以上で設定は終了です。5
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ホスト名やIPアドレスを変更したときは、DNSサーバに登録した情報も手動で
変更する必要があります。

・ DHCPサーバ機能を有効にしているときは、パソコンのホスト名は自動的に
DNSサーバに反映されます。手動でホスト名を変更する必要はありません。

サイドバーから[カスタム設定]アイコンをクリックします。

[DNSサーバ]アイコンをクリックします。
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ホスト名とIPアドレスの修正
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情報を修正したいホスト名の修正ボタンをクリックします

ホスト名とIPアドレスを修正し、[OK]ボタンをクリックします。

※DHCPサーバによりIPアドレスを割り当てられたホストについては、
ホスト名のみ修正が可能です。

以上で設定は終了です。5
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登録されているホスト名とIPアドレスの削除を行います。

サイドバーから[カスタム設定]アイコンをクリックします。

[DNSサーバ]アイコンをクリックします。

情報を削除したいホスト名の削除ボタンをクリックし、[OK]ボタンをクリッ
クします。

以上で設定は終了です。4

 

3
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ホスト名とIPアドレスの削除
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プロキシDNS

本製品には「プロキシDNS」機能が搭載されています。プロキシDNSとは、LAN
側の各パソコンからインターネット上のドメイン名を指定した接続（DNSの問い
合わせ）があった場合に、それをインターネット上のDNSサーバにフォワー
ディングして、対応するIPアドレスを各パソコンに回答する機能です。
LAN側のパソコンからは、インターネット上のDNSサーバに代理で問い合わせて
いることはわからず、単に、本製品がインターネット上のドメインと各IPアド
レスの対応を管理するDNSサーバとして動作しているように見えます。

WAN側で複数セッションを接続している時には、LAN側のパソコンからDNSの
問い合わせがあった場合、本製品のプロキシDNS機能は、全てのセッション上
のDNSサーバに問い合わせのパケットを送信します。この場合、返答のあった
DNSサーバのセッションを使用して通信を行います。2つ以上のセッションの
DNSサーバから返答があった場合は、先に返答があった方のセッションを使用
します。
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ルーティング設定

本製品は、ダイナミックルーティングのプロトコルとしてRIP、RIP Version2に
対応しています。また、スタティックルーティングにも対応しています。

ここでは、ダイナミックルーティングを設定し、動的に経路情報を登録する方
法について説明します。本製品のダイナミックルーティングを設定する場合は、
ダイナミックルーティングを有効にするインターフェイスを設定し、本製品の
ダイナミックルーティング機能を有効にします。

サイドバーから［ネットワーク詳細設定］アイコンをクリックします。

[接続名]欄からダイナミックルーティングを有効にするインターフェイス
の修正ボタンをクリックします。

ここでは例として［LAN Ethernet]を選択します。他のインターフェイスを
選択し場合は同様の手順でお進めください。
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1

ダイナミックルーティングの設定

29
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［ネットワーク接続 LAN Ethernet]画面が表示されます。［詳細設定］ボタン
をクリックします。

［デバイスメトリック］欄から［RIP-ルーティングプロトコル］にチェック
をつけます。

RIPの送受信設定を行います。［RIP受信設定］欄から本製品が受信する
RIPの種類を選択します。［RIP送信設定］欄から本製品から送信するRIP
の種類を選択します。

6
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［OK］ボタンをクリックします。[注意］画面が表示される場合は、内容を
確認したうえで［OK］ボタンをクリックします。

［ネットワーク接続 LAN Ethernet]画面に戻ります。

サイドバーから［カスタム設定］アイコンをクリックします。

［ルーティング］アイコンをクリックします。

31
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［ルーティングプロトコル］欄から［RIP-ルーティングプロトコル］に
チェックがついてるか確認します。

［OK］ボタンをクリックします。

以上で設定は終了です。

32
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ここでは、経路情報を手動で設定する方法について説明します。

サイドバーから[カスタム設定]アイコンをクリックします。

[ルーティング]アイコンをクリックします。

[ルートの追加]から[追加]ボタンをクリックします。

 

2

 

1

スタティックルーティングの経路情報を追加する
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経路情報を追加するデバイスを選択し、経路情報を入力します。

［接続名］
スタティックルーティングを設定する転送先のインタフェースを［LAN Ehternet］、
［WAN Ehternet］、［WAN PPPoE］等から選択します。

［送信先］
パケットの送信先となるネットワークアドレスを入力します。

［ネットマスク］
パケットの送信先のネットマスクを入力します。

［ゲートウェイ］
宛先のネットワークに到達するための、最初のゲートウェイのアドレスを入力
します。

［メトリック］
宛先のネットワークに到達するまでのホップカウント（経由するゲートウェイの数）
を入力します。

[OK]ボタンをクリックします。[ルーティングプロトコル]欄に設定した
ルーティング情報が追加されます。

以上で設定は終了です。6

 

5
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ここでは、既に設定したスタティックルーティングの経路情報を修正する方法
について説明します。

サイドバーから[カスタム設定]アイコンクリックする。

[ルーティング]アイコンをクリックする。

 

2

 

1

スタティックルーティングの経路情報を修正する
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修正したい経路情報の[修正]ボタンをクリックします。

経路情報を修正し、[OK]ボタンをクリックします。

以上で設定は終了です。5

 

 
 

  

4
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ここでは、登録したスタティックルーティングを削除する方法について説明し
ます。

サイドバーから[カスタム設定]アイコンクリックする。

[ルーティング]アイコンをクリックする。

 

2

 

1

スタティックルーティングの経路情報を削除する
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削除したい経路情報の[削除]ボタンをクリックします。

[OK]ボタンをクリックします。

以上で設定は終了です。5

4

3
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UPnP設定

Universal Plug and Play（UPnP：ユニバーサルプラグアンドプレイ）は、ネット
ワークに接続するだけで、ネットワーク上の機器同士で簡単に通信できるように
する規格です。本製品は、UPnPに対応しており、次の機能を使用できます。

※購入時の設定でUPnPがONになっているため、特別な設定をする必要がありません。

・ UPnPに対応しているOS（Windows XPとWindows Me）から、本製品を
検出できます。

・ UPnPに対応しているOS（Windows XPとWindows Me）から本製品の状
態を確認したり、設定を一部変更できます。

・ 本製品に接続されているLAN内のパソコンから、Windows Messengerや
MSN Messengerなど、UPnPに対応しているアプリケーションを使用する
ことができます。

なお、Windows 98、Windows 2000およびMacintosh はUPnPに対応してい
ません。したがって、UPnPの機能を使用することはできません。

39



お使いのパソコンが、UPnPが使用できる状態になっているか確認してください。

■Windows XPの場合

［スタート］ボタンをクリックし、［コントロールパネル］をクリックします。

［プログラムの追加と削除］ボタンをクリックし、画面左側にある
［Windowsコンポーネントの追加と削除］ボタンをクリックします。

　
　 
 

2

　 

1
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［コンポーネント］欄から［ネットワークサービス］を選択し、［詳細］ボタン
をクリックします。

ネットワークサービスの詳細が表示されますので、［ユニバーサルプラグ
アンドプレイ］の状態を確認します。

［ユニバーサルプラグアンドプレイ］がチェックされているときは、パソコンが
UPnPの機能が有効になっています。ダイアログを閉じてください。

チェックされていないときは、［ユニバーサルプラグアンドプレイ］が無効に
なっています。チェックを付け、［OK］ボタンをクリックします。画面の指示に
従って、インストールを続けてください。

以上で設定は終了です。5

  

4

 

 

3
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■Windows Meの場合
［スタート］ボタンをクリックし、［設定］→［コントロールパネル］の順に
クリックします。

［アプリケーションの追加と削除］ボタンをクリックします。［アプリケー
ションの追加と削除］ダイアログが表示されたら、［Windowsファイル］
タブをクリックします。

 

2

 

 

 

1
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［コンポーネントの種類］欄から［通信］を選択し、［詳細］ボタンをクリック
します。

通信の詳細が表示されますので、［ユニバーサルプラグアンドプレイ］の状態
を確認します。

［ユニバーサルプラグアンドプレイ］がチェックされているときは、パソ
コンがUPnPの機能が有効になっています。ダイアログを閉じてください。

チェックされていないときは、［ユニバーサルプラグアンドプレイ］が無効
になっています。チェックを付け、［OK］ボタンをクリックします。画面
の指示に従ってインストールを続けてください。

以上で設定は終了です。6

5

 
 

4
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本製品でUPnP機能を使用しないときは、次のように操作します。

サイドバーの［カスタム設定］アイコンをクリックします。

［UPnP］アイコンをクリックします。

UPnPの機能をOFFにするときは、チェックボックスのチェックを外します。

［OK］ボタンをクリックします。

以上で設定は終了です。5

4

3

2
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